
室でも週1回の朝8時からの研究室全体のミーティン
グに加え、各班のスモールミーティング、また他施設
との共同研究のミーティングも多く行われています。
コロナ禍では、大人数での研究の制限など試行錯誤
した時期もありましたが、結果的にコロナ禍以降、急
速に研究が進行している状況です。創傷治癒学会の
研究奨励賞を始め、日本形成外科学会学術奨励賞基
礎部門最優秀賞、抗加齢学会学術奨励賞など数々の
受賞者も出ております。

私が20年近く前（？！）本学会に初めて参加した時
に、外科の先生や基礎の先生など様々な分野の創傷
治癒の発表に新鮮な感動と驚きを受けたことを思い
出します。この学会の最大の強み・面白さである、多
職種参加による研究はこれからの時代、益々注目さ
れていくことと思います。私たちも、形成外科医ならで
はの自由な発想で、研究を続けて行けたらと思って
おります。

2024 WHS Annual Meeting / SAWC Spring Meetingに参加して

●日本創傷治癒学会事務局
〒160-8582

東京都新宿区信濃町35

慶應義塾大学

医学部形成外科学教室内

tel.03-3351-4774
fax.03-3352-1054

email : info@jswh.com

URL : https://www.jswh.com
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石 井 　 龍 之
慶應義塾大学医学部形成外科学教室

本年5月14日～17日にかけて、米フロリダ州オーランドで開催され
た 2024 WHS Annual Meeting / SAWC Spring Meeting に参加してき
ましたのでご報告させていただきます。WHS は 1989 年 5 月に設立さ
れた比較的新しい学会ではありますが、年々参加人数も増加し現在で
は創傷治癒の臨床・基礎科学に焦点を当てた世界最大規模の会議と
なっています。今回の会場は、ディズニーワールドリゾートで有名なフ
ロリダ州オーランドにある Orlando World Center Marriott でしたが、
私自身はじめての参加ということもありその規模の大きさに圧倒されま
した。学会は 4 日間にわたって開催されており、シンポジウムでは
Michael Longaker はじめ創傷治癒研究の第一線で活躍する世界トップ
レベルの研究者達が一堂に会し、活発な議論を交わしていたのがとて
も印象的でした。プログラムは基礎研究だけではなく、臨床系やデバ
イス開発関連など基礎・臨床・産業と幅広い内容で構成されていました。
各分野の招待講演からなるシンポジウム、一般演題、ポスターセッショ
ンと基本的な枠組みは日本と同様でしたが、とりわけ驚いたのがポス
ターセッションの賑わいでした。一緒に学会参加した同教室の髙谷先
生は一般口演だったのに対し、私はポスター発表だったため気負う気
持ちはそこまでなかったのですが、当日のあまりの盛況ぶりにもっと質
疑対策をしておけばよかったと狼狽しました。ポスターセッションは 3
日目の夜に行われたのですが、会場内にはミニバーや軽食が用意され
ており、皆ワインを片手に談笑しながら興味あるポスターを回るパー
ティー形式だったため想像以上に賑わいをみせていました。このような
工夫を凝らすことで議論もしやすくなり会場全体の印象も変わるのだな
と感心した次第です。

WHS 全体を通しいずれの発表も大変興味深いものばかりでしたが、
中でも一番感銘を受けたのが Dr. Hadar Avihai Lev-Tov の発表の中で
知った財団設立事業でした。彼は Hidradenitis suppurativa（化膿性
汗腺炎）いわゆる膿皮症の治療を専門とする皮膚科医ですが、HS 
Foundationという財団を立ち上げ、膿皮症の医師向け患者向けの啓蒙
活動や企業の協賛を得て研究助成を行うなど、臨床のみならず財団の
トップとしても幅広い活動を行っていました。もともとは医師 2 人、患
者2人によって設立されたようですが、現在はアメリカのみならず、ヨー
ロッパやカナダにも支部ができ、ノバルティスやアッヴィ、ベーリンガー
インゲルハイムなど名だたる企業が協賛につくなど世界規模の組織に成
長しています。私も形成外科医として膿皮症の治療に携わる機会は多々
ありましたが、まさか膿皮症からこのような活動に繋げている医師がい
るなど思いもよりませんでしたので、衝撃を受けました。膿皮症という
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日常診療に埋もれがちなありふれた疾患でも、このようにフォーカスを当てることで一大事業にも発展
しうるという事例を知ることで、物の見方ががらりと変わりました。ただ臨床を行うだけでなく産業化
やビジネス展開など何かと動きの早いアメリカならではのフロンティア精神を実感するとともに、見習う
べき点であると痛感しました。情報社会となり海外に行かずとも多くの知見を知り得る世の中となりま
したが、精力的に活動している人間に出会い刺激を受ける機会は現地参加の醍醐味であり、国際学
会参加の意義のように感じました。

学会会場では偶然にも理事長の吉田先生とお会いする機会があり、日本創傷治癒学会の国際化に
向けた熱い思いをお聞かせいただきました。日本創傷治癒学会のメンバーも WHS に参加し積極的に
発信していくことは学会の発展のためにも重要であるように思います。おすすめできる学会ですので、
この記事が多少なりとも参加について迷われている会員の皆様のご参考になれば幸いです。

学会会場の様子（左・上）

◀一般演題で発表する
髙谷先生（左）と
筆者（右）

ポスターセッションの様子▶
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慶應形成外科の研究室は、〝瘢痕を残さない創傷治癒〞を目指し、貴志
教授の研究テーマであった胎仔の創傷治癒の研究をメインに行って参
りました。最近ではイモリの再生研究や老化の研究も活発に行い、成果
を上げております。研究室は小さいながらも、一連の基本的な機器が
揃っており、形成外科独自でマウス室も所有しています。また今年にな
り、KEYENCE VHX digital microscopeを導入し、皮膚の繊細な観察や
計測を行うことが可能になりました。

当研究室の特徴として、貴志教授の下、各研究者が横並びになって自
分の研究を遂行している、というのが特徴です。〝研究を上から押し付け
られることなく、各人の自由なアイデア・発想が受け入れられる環境の中
にも、密なディスカッションで周囲の助言を受けつつ自分の研究を遂行
することができる〞ということが最大の強みであると考えています。現在
は、常勤スタッフに加え、大学院生５名（うち中国から1名）、慶應義塾大
学薬学部生4名、医学部生4名といった若手中心の活気ある研究室と
なっています。コロナ禍におけるwebミーティングの普及により、当研究
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事務局長：菅野 仁士（日本医科大学 医療管理学）
武蔵野徳洲会病院
〒188-0013 　東京都西東京市向台町3-5-48

【運営事務局】
　　株式会社コングレ

〒541-0047 大阪市中央区淡路町3-6-13
コングレビルディング

TEL: 06-6229-2561
FAX: 06-6229-2556
E-mail： jswh54@congre.co.jp

会　期：２０２４年１２月５日（木）・６日（金）
会　長：木山 輝郎 （武蔵野徳洲会病院 特命副院長）

会　場：一橋講堂（学術総合センター）
（〒101-8439 東京都千代田区一ツ橋 2-1-2）

テーマ： New innovations in wound healing
創傷治癒の新たなイノベーションを求めて

大会HP： https://www.congre.co.jp/jswh54/

実行委員長：竹内 裕也（浜松医科大学 外科学第二講座）

【事務局】




